
り
　
　
曽
」
　
墾
層
己
■
璽
ワ
9
　
b
ヒ
　
●

ロ

三
代

9
召

う
臼第聞新館民公代松眉和24年引月15日螢行1頁

松
・

敷民“
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禽聞
i弓
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邑昌一一一一一，q一一

既
人
群
日
所
蜥

　
　
　
　
行
藤
　
5
　
届

　
行
為
鰍
佐
行
－
協
印

　
爽
代
麟
長
ロ
．
代

一
三
松
．
館
老
魅
、

レ
璽
弓
蔓
i
亀
，
聾
暑
　
3

5
｛
｛
㌔
響

　
　
　
　
ゴ
ヨ

昭
和
廿
四
年
度
豫
算

　
、
、
P

γ
』
も
ら
重
、
｛
“

昭
和
二
四
年
度
松
代
村
議
會
第
二
回
臨
時

　
　
豫
算
は
曹
う
響
く
か
？

終
戦
後
第
四
回
臼
聡
和
骨
四
年
度
豫

．
算
と
こ
れ
に
附
樋
ず
る
各
種
僚
例
の

改
正
、
設
定
臨
時
出
納
検
査
立
會
議

員
選
墨
及
び
廿
三
年
度
最
終
追
翻
豫

竹
”
議
定
の
売
め
本
年
⊥
及
第
二
回
の
臨

時
村
会
が
三
月
珊
H
招
集
さ
れ
た
〆

本
，
6
年
度
豫
算
（
は
縄
漕
…
九
原
則
に
一
基
．
い

で
出
未
る
丈
緊
縮
を
旨
と
し
、
勤
業

方
面
に
重
点
を
羅
く
と
共
に
地
方
振

興
に
寄
與
す
る
如
く
そ
の
内
一
容
に
つ

い
て
は
全
ぐ
從
未
と
二
愛
3
る
様
と

の
縣
の
指
示
に
基
き
村
当
局
は
懸
命

の
研
究
を
重
ね
て
作
製
し
た
と
．
の
こ

－
と
で
あ
る

第
一
日
の
珊
日
は
二
名
の
．
映
席
議
員

は
あ
つ
た
が
議
会
は
成
立
を
兄
た
、

午
前
十
壁
言
分
開
会
議
事
白
程
及
び

會
期
を
二
日
と
議
決
し
た
る
後
直
ち

に
本
會
議
に
入
り
議
案
に
封
す
る
會

議
書
記
鈴
木
君
の
瑚
讃
に
つ
い
で
、

山
賀
主
箏
の
提
案
理
由
の
説
明
あ
り

質
凝
癒
答
の
後
全
議
案
は
一
括
委
員

　
　
り

付
託
と
な
つ
た

．
此
の
日
珍
し
て
、
三
人
の
傍
聴
者
の
顔

・
も
兄
え
で
」
段
と
議
會
も
緊
張
の
度

を
塘
し
た
課
亀
あ
つ
た

提
出
議
案
と
豫
算
内
容
は
次
の
通
画

で
あ
る

応
樽
車
一
，
輔
に
つ
ぎ

大
八
牛
馬
荷
車
一
台
に
つ
き

大
七
牛
馬
荷
肇
一
台
に
つ
き

大
八
手
曳
車
一
台
に
つ
き

一
開
か
る

“一款
村

　　歳

秘

｝
．
、
本
村
々
税
臨
時
漁
晒
條
例
設
定

　
　
の
件

一
、
本
杜
報
醐
額
費
用
輔
浜
額
並
び

　
　
に
そ
の
支
給
方
法
に
劇
す
る
條
・

　
　
例
中
改
正
條
例
設
定
の
件

一
、
本
村
給
料
額
旅
費
額
．
皿
び
に
そ

　
　
の
支
給
方
面
に
關
す
．
る
條
例
中

－
改
正
條
例
設
定
渉
件

恥
、
昭
和
壮
四
年
度
重
膚
、
．
瓢
算
議
定

　
　
の
件

一
．
費
興
、
凱
用
に
關
す
る
搾

一
，
、
村
費
交
沸
の
た
め
一
酌
借
入
れ

　
　
一
金
し
關
す
る
件

一
、
昭
胤
廿
三
年
第
十
回
憩
加
豫
算

　
　
議
定
の
件

』
・
、
臨
時
出
納
検
査
立
會
議
員
の
選
．

　
　
墨
を
求
む
る
の
件

一
、
報
告
事
項

　
①
二
十
三
年
度
中
事
務
報
告
・
■

　
②
二
十
三
年
度
第
九
回
追
加
豫
算

　
　
村
長
專
決
塵
分
嘉
項
噌

以
上
で
あ
る
が
本
村
の
村
税
は
第
」

二
號
議
案
の
議
決
起
よ
ゆ
次
⑫
通
り
．

蒙
勢
璽
科
坂
縞
＆

　
　
篠
例
設
房
が
　
　
心
“

’
、
’
、
、
、
、
、
9
、
　
、
　
～
ノ
、
」
　
、
　
｝
、
ζ
、
’
ζ
、
’
）
、
～
～
・
、
，
・
、
ミ
，
－
、
’
、
》
ら

　
　
　
　
　
　
年
額
　
百
円

　
　
　
　
　
　
年
額
五
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全

大
七
手
曳
車
以
下
（
リ
ャ
カ
ー
を
含
む
）
全

犬
一
頭
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
　
全

傘
輝
一
立
方
尺
に
つ
き
　
　
　
　
　
　
全

三
百
円

二
百
五
十
円

二
百
円

二
百
再

五
十
円

　
　
　
こ
れ
に
よ
り
四
月
一
日

二
財
産
牧
入

三
使
用
料
及

　
び
手
数
料

四
國
庫
支
出

　
金

　
　
ノ

五
縣
支
出
金

六
寄
附
金

七
雑
牧
入
．

右
の
、
外
村
独
立
税
ど
し
て
廣
告
秘
が
設
定
さ
れ
た
。

鰐
罐
壕
す
瀦
糠
鰍
讐
蠣
㌍
籍
簾
磁
暴
雛

要
す
る
・

　
　
　
サ
き
モ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
マ
ム
　

　
　
　
【
松
代
村
財
政
概
観
】

①
村
財
政
の
現
況

現
計
豫
算
（
昭
和
甘
四
年
二
月
十
九
日
現
在
）
金
壼
千
百
五
十
六
萬
四
千
八
百
九
圓
の
亘
額

仁
達
む
た
ヂ
　
而
む
六
・
三
制
実
施
の
爲
の
中
学
校
建
築
費
及
．
孟
地
・
清
水
両
校
増
築
費

六
百
十
一
萬
七
干
八
百
六
十
二
圓
は
一
懸
特
殊
支
出
と
し
て
考
へ
て
見
て
略
よ
か
ろ
う
が

そ
れ
に
し
て
為
五
百
四
十
四
萬
六
千
九
百
四
十
七
円
と
云
う
肘
財
政
上
末
だ
か
つ
て
な
い

獅
搾
す
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

今
後
の
年
度
末
迄
に
追
加
を
要
す
ろ
も
の
は
職
員
の
給
與
．
べ
ー
ス
切
替
に
よ
る
増
額
分
十

二
萬
円
余
と
雪
害
林
道
縣
費
補
助
工
事
・
費
約
二
十
萬
円
“
等
の
計
金
滲
拾
二
萬
余
円
の
追
加

　
ヤ

を
見
込
ま
れ
て
お
る
か
ら
最
終
豫
算
は
五
百
七
拾
六
萬
丹
余
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
．
、
　
純
農
村
で
あ
る
に
も
不
抱
こ
れ
だ
け
の
村
歳
出
に
劃
し
三
収
盆
税
、
村
民
税
等

の
臨
時
塘
徴
を
せ
す
に
賄
や
得
ら
れ
る
こ
と
拡
喜
ぶ
因
．
き
で
あ
ら
う
。

②
　
村
民
の
負
担
欺
況
・

右
の
内
直
接
村
民
の
負
櫓
と
な
つ
た
金
額
は
次
の
通
り
で
あ
る

　
一
金
六
十
四
万
七
千
八
百
三
十
三
円

　
一
金
五
十
へ
万
六
千
九
百
八
十
七
円

，
一
、
金
五
百
四
十
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

計
金
六
百
六
ト
八
万
四
千
八
百
二
十
円
で
あ
づ
て

㈲

縣
税
附
加
税

村
独
立
税

六
、
』
二
制
實
施
に
作
ふ
学
狡
建
、

築
寄
付
金

　
　
　
　
　
2
頁
へ
つ
y
く

　
　
　
　
　
　
入
　
　
。
心

項
金
・
．
．
額
，
肉

　
　
　
　
コ
『
五
八
O
、
O
O
O

一
縣
税
追

　
　
　
　
　
八
七
四
、
入
8

　
税
加

二
独
立
税

　
　
　
　
　
＼
空
四
、
O
O
O

三
地
方
配

　
　
　
　
　
莞
一
、
。
8

、
付
税

　
　
　
　
　
　
，
一
』
六
〇

一
財
産
牧

　
入
、
・
・
｝
「
｝
、
宍
皇

　
　
　
　
㎜
乗
、
。
全

二
戸
籍
手
一
．
　
　
　
二

数
料
三
八
、
多

　
　
　
　
、
一
七
三
ど
豊

一
國
庫
補
　
七
三
a
β
一

　
助
金
」
　
　
鴻

　
　
　
．
丁
三
八
二
、
美
O
一

一
縣
負
撫
．
　
き
夫
8

　
金

　
　
　
　
　
二
、
〈
七
3
．
2

・
．
二
縣
補
助

　
金

三
縣
貌
徴

　
　
　
　
　
　
二
馨

　
取
交
付

．
一
豊
塵

　
　
　
　
一
　
三
、
〇
五
〇

　
一
物
品
糞

勲
金
二
嚢

　
戻
汰

　　　「　一　　｝｝
　一　　，r騨一一一

　
　
蔵

　
款

一
会
議
費

二
役
揚
費

禁項
議

’費

一
役
場
費

二
螢
繕
費

三
諸
、
費

　
　
　
　
　
ご
浩
防
費
，

　
　
　
　
　
t
髄
路
橋
渠

五
教
育
費
＝
望

　
　
　
　
　
＝
松
代
小
学

　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
一
按
費

　
　
　
　
　
㎝
、
額
雀

　
　
　
　
　
三
孟
地
小
学

　
　
　
　
　
　
・
校
費

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
四
松
代
中
学

　
　
　
　
　
　
校
費

　
　
　
　
　
五
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
費

　
　
　
　
　
六
松
代
公
民

　
　
　
　
　
一
館
費
．

六
祉
会
勢
働

　
施
設
費

　
　
　
　
　
　
一
生
活
保
護

　
　
　
　
　
　
費

・
三
警
察
清
防

　
費

案
乳
一
諸
．
費

八
産
業
維
搭

　
費

＋
三
予
備
費
・

蔵
出
合
計
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r一

出
金
額
測

　
芙
穴
、
二
〇
〇

　
一
杢
く
、
二
〇
〇

一
、
四
二
三
、
七
〇
〇

一
9
美
一
．
志
。

　
吾
、
。
8

　
三
、
O
。
〇

　
五
七
、
八
三
〇

　
五
一
、
八
三
〇

　
　
血
、
。
8

　
園
え
8

　
醤
、
八
O
O

噸
、
二
五
〇
、
8
0

　
三
五
〇
、
O
（
〇

　
三
⇔
、
0
8

　
玉
O
・
8
Q

　
四
八
。
、
。
）
Q

　
一
8
、
0
8

、
五
〇
、
O
。
〇

　
九
聖
、
8
Q

九
〇
R
8
0
．

　
璽
、
四
3

　
丙
九
D
畢
O

　
里
、
9
。

、
一
〇
七
霊
〕
O

　
、
妻
竃
、
三
六

　　　め　　　4i　　A陶　　“
　　乙
　“　電

隔’マーイ▽

　
　
　
　
㎝

・
，
一
尻
、
二
三

噌
か
八
。
“
。。
。。
。 。

｝

垂
．
九
五
、
。
。
。

四
q
δ
。
。

四
〇
、
0
8

二
〇
九
、
五
ハ
八

＝
｝
五
、
七
二
八

　
三
盆
8

　
　
吾
0

　
6
三
8
0
0

‘
七
七
、
二
8

一
三
、
二
8

宅
、
五
8

二
七
り
五
9
）

三
九
、
二
ざ

喫
計
合
四
、
七
蓋
、
入
一
、
葦
　
　
。
，
　
・
塁
蓑
、
δ

荷
昭
和
廿
三
年
度
最
終
豫
算
は
萱
千
百
九
十
万
三
千
百
九
十
九

円
と
云
う
未
だ
嘗
て
な
い
数
字
を
示
し
た
村
会
終
了
後
山
賀
主

事
は
次
の
如
く
語
つ
沈
。
村
会
議
員
諸
氏
の
勉
強
で
盛
澤
山
の

議
案
を
二
a
間
で
終
了
ル
て
頂
い
た
こ
と
は
誠
に
滅
謝
の
ほ
か

な
い
廿
三
年
度
の
豫
算
も
学
校
整
備
費
が
六
百
万
円
を
突
破
る

た
爲
、
壼
千
載
百
万
円
と
云
う
敷
字
を
示
し
た
が
村
民
各
位
の

協
力
に
よ
）
豫
期
の
歳
入
の
出
未
た
こ
と
は
之
叉
悦
ば
し
い
次

第
で
あ
る
本
年
度
豫
算
の
編
成
に
当
つ
で
は
何
分
駕
適
自
主
的

財
政
を
命
せ
ら
れ
補
助
金
」
交
付
金
を
制
限
さ
れ
て
い
る
爲
村

民
税
の
五
割
檜
徴
の
止
む
な
き
に
至
つ
π
が
、
村
と
し
で
壱
出

未
る
だ
け
の
節
約
を
は
か
レ
豫
算
執
行
に
更
r
研
究
を
重
ね
村

．
民
の
負
担
減
を
圖
り
た
い
ε
考
え
て
ゐ
る

今
議
會
に
際
ル
三
人
の
傍
聴
者
が
み
つ
た
が
村
民
も
繰
合
せ
て

成
る
べ
く
多
．
《
村
會
を
傍
聴
し
て
頂
ざ
村
政
の
内
容
を
会
得
す

る
と
共
に
一
段
の
御
協
力
を
望
む
次
第
で
あ
る
。
．
－
　
ー

〆

－
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勉
潔
躍
鎚
醤
｝
千
四
樗

國
庫
支
出
金
分
九
十
六
萬
六
千
六
百
七
十
円

地
方
須
興
金
百
七
十
九
需
一
ギ
円
．

士
木
費
寄
附
金
四
モ
三
萬
五
千
円
等
が
主
な
る
歳
入
で
あ
つ
て
、
．
械
の
外
税
外
収
入
、

財
護
入
箭
養
の
繰
越
金
及
び
蘂
饗
叢
費
甥
蓋
八
士
二
萬
三
孟
百
＋

九
円
で
あ
る
。
．
．

　
．
③
e
村
貼
政
の
費
途

木
村
財
政
の
費
塗
を
次
の
表
に
し
て
見
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
科
　
　
『
　
　
目
．

姻
　
ゆ
・
8
0
　
70
、
6
0
　
、
諭
　
汐
浦
　
．
2
0
　
1
0
　
0

　
　
　
　
　
ー
，
　
一
9
1
睾
霊
ー
ー
…
，
・
●

、
株（昭和24年4月「15月套行）

62．2

教土警役会

育木防蕩議

費肇費費費

n
凱
耽
會
勢
働
施
設
費

　
　
　
　
衛
　
　
生
　
　
費

　
　
　
　
産
業
輕
螢
費

　
、
」
四
財
　
産
、
費

　
2
0
統
計
調
査
費

　
　
選

ヌ
國
公

　
　
諸

債畢・
支
　
出

金費費

そ
こ
で
先
づ
昨
年
σ
豊
作
の
主
な
る
原
因
と
な
つ
た
天
候
⑪
推

、
移
を
辿
う
な
が
ら
重
要
な
栽
培
技
術
を
つ
禽
ん
で
検
討
し
て
見

ま
せ
う
春
は
比
較
的
雪
が
早
ぐ
清
え
四
月
中
旬
よ
ゆ
五
月
頃
穏

毎
個
暖
い
春
日
和
で
野
良
仕
事
が
順
序
よ
く
は
か
ど
つ
た
苗
代

は
か
な
ト
早
播
だ
つ
た
が
何
ん
の
さ
し
さ
わ
り
ぎ
な
く
播
い
た

種
籾
は
み
ん
な
揃
っ
て
育
っ
築
、
殊
に
薄
播
の
苗
代
は
太
く
て

犬
き
い
見
事
な
健
萸
が
擶
つ
江
の
で
す
ρ
豊
作
を
約
束
む
た
よ

与
な
ぎ
の
で
あ
ち
、
た
図
厚
播
を
し
た
苗
代
は
細
ズ
て
軟
か
い

苗
代
し
が
で
き
す
し
か
も
早
く
肥
ぎ
れ
し
て
色
が
あ
せ
て
い
た

こ
ん
な
溺
断
は
甚
だ
危
瞼
で
あ
る
以
上
ガ
噌
例
で
あ
ゆ
ま
せ
う

昭
和
九
年
の
大
凶
作
を
想
ひ
起
し
て
み
よ
う
即
ち
昨
年
と
よ
く

，
似
て
恭
の
雪
溝
が
早
く
四
、
五
、
六
月
ε
暴
常
な
良
い
天
氣
が
績

い
た
が
七
月
十
日
頃
か
ら
様
子
が
か
ら
b
と
愛
つ
て
毎
日
冷
た
・

い
雲
雨
天
が
績
い
た
、
め
厚
播
し
て
霧
い
苗
し
が
作
れ
な
か
つ

た
入
タ
臓
大
凶
作
に
天
を
怨
ん
だ
筈
で
あ
る
．
γ
方
健
苗
を
早
植
・

－
し
不
作
を
免
れ
の
も
あ
つ
て
健
苗
と
弱
噛
の
甚
し
．
い
差
異
に
驚

憶
驚
髭
欝
罐
鋼
罐
離
翻
難
驕
蔀
饗

馨
育
灌
裟
辮
藩
を
し
菩
纒
不
可
能
で
あ
夢

昨
年
は
更
に
六
月
か
ろ
七
月
廿
日
頃
に
か
け
て
良
い
天
候
が
績

き
岬
部
水
小
足
で
困
つ
た
所
も
あ
つ
た
が
早
植
が
徹
底
し
中
耕

除
草
も
よ
く
行
わ
れ
春
先
の
晴
天
績
き
で
田
上
が
よ
く
乾
燥
し

潜
在
地
力
が
有
効
に
働
い
泥
の
で
稻
は
ず
ら
す
ら
順
調
に
生
育

　
　
　
　
　
i
q
’
？
塞
｝

　
　
④
　
財
政
の
見
透
し

昭
和
廿
四
年
皮
豫
算
に
は
末
だ
具
体
的
な
数
字
は
示
さ
れ
な
い
が
、
歳
入
の
面
に
於
て
地

方
分
與
金
が
廿
三
年
度
最
終
指
令
が
ほ
ザ
確
実
と
見
ら
れ
悉
か
ら
こ
の
金
百
七
十
九
萬
一

千
円
と
箏
業
税
見
積
三
十
五
萬
円
、
、
地
租
九
萬
円
、
家
屋
税
附
加
税
四
萬
三
千
円
、
．
’

村
民
税
ば
政
府
に
於
て
現
に
検
討
中
で
は
あ
る
が
原
案
題
過
は
見
込
ま
れ
る
か
ら
、
、
八
十
‘

八
萬
四
余
と
な
ぢ
う
1
國
縣
支
出
二
十
五
萬
円
と
併
せ
て
生
活
困
窮
者
生
活
補
給
金
、

國
縣
補
助
金
百
三
十
五
万
円
其
他
組
部
の
税
収
入
、
税
外
牧
人
を
見
積
つ
て
三
十
万
円

『
合
計
五
百
五
万
辺
千
冊
余
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
そ
の
他
¢
臨
時
費
は
地
方
税
法
の
改
、

■
正
が
常
然
行
な
れ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
こ
れ
等
に
よ
る
壇
額
分
乏
特
別
分
與
金
で
賄
え
ら

れ
る
も
の
と
し
て
一
癒
解
決
出
未
る
見
込
で
あ
る
。

政
府
も
地
方
公
共
團
体
の
財
政
困
難
を
配
量
し
三
、
牧
盆
税
．
村
民
税
分
壇
徴
ば
共
に
五
割

迄
許
可
す
る
方
針
を
取
り
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
　
一
こ
れ
等
は
特
殊
の
支
出
を
要
し
t
場

、
合
に
充
当
す
る
琶
適
当
と
考
い
出
未
得
る
限
す
壇
徴
は
行
な
わ
な
い
豫
定
で
毒
発
，

而
し
こ
れ
を
縣
下
の
小
町
村
に
比
較
す
る
ε
き
三
牧
益
税
、
村
民
税
を
颪
割
増
徴
し
荷
不

足
を
生
じ
一
般
寄
附
を
仰
ぐ
と
云
う
現
状
か
ら
し
て
み
れ
繧
本
村
政
は
樂
観
は
禁
物
で
あ

ぢ
は
勿
論
で
は
あ
る
が
さ
む
た
る
心
配
は
な
懲
為
の
乏
う
か
が
え
る
で
あ
ら
う
、

　
　
◎
　
村
財
政
の
推
移

以
上
の
如
く
駿
後
急
激
な
膨
張
の
理
由
は
新
学
制
実
施
に
科
・
2
敏
育
費
の
増
加
と
地
方
自
、

，
治
法
の
施
行
に
よ
る
自
主
的
財
攻
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
等
で
あ
る
が
、
特
に
イ
ン
フ
レ
ト
シ

ヨ
γ
の
進
行
に
作
う
数
字
的
培
加
が
主
因
と
な
つ
て
ゐ
る
乙
ご
は
云
5
ま
で
も
な
い
の
で

あ
る
。
，
．

歳
出
の
面
を
兄
れ
ば
．
次
の
通
り
で
あ
る
ー

　
　
　
　
　
　
り

一
金
六
万
八
千
六
百
三
十
二
円

一
金
七
万
五
千
六
百
三
十
一
円

一
金
八
万
七
千
■
四
百
九
十
九
円

一
金
五
十
六
万
三
ヂ
ニ
百
七
毛
、
一
円

一
金
一
．
一
百
人
万
七
千
五
百
六
十
四
円
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
ぜ

　
　
　
ぺ

．
昭
和
十
八
年
決
算
額

昭
和
十
九
年
　
〃
．

〃
　
二
十
年
　
〃

〃
二
十
｝
年
　
〃

．
κ
二
■
十
二
年
　
．
〃

　
　
、
二

り
3
撫
』
『
9
L
縄
罫
β
β
β
L
墾
ザ
ヨ
，
1
’
1
’
i
一
1

　
　
豊
作
縫
績
運
動
の

　
　
　
　
‘
き
義
工
！
き
葦
…
　
、
松
代
村
食
糧
塘
産
推
進
部

　
　
　
　
　
　
一
途
に
づ
い
て
，

咋
年
の
稻
作
は
今
迄
に
曾
て
な
い
大
豊
作
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は
御
承
知
の
通
り

天
候
の
良
か
つ
た
こ
と
勿
論
で
あ
り
ま
せ
う
が
好
天
候
じ
適
磨
し
て
か
よ
う
な
豊
作
を
勝

ち
取
る
ま
で
に
稻
作
技
術
が
進
ん
だ
こ
と
y
一
割
壇
産
に
働
ま
れ
た
農
家
．
一
人
々
の
努
力

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
’
ド
然
し
乍
ら
も
つ
す
學
作
，
に
す
る
技
術
が
な

か
つ
た
だ
ろ
う
か
シ
．
…
・
若
し
天
候
が
悪
か
つ
た
ら
ど
ケ
ね
つ
て
い
ガ
充
ら
う
か
？
．
・
．
…

よ
く
／
＼
反
省
し
て
本
年
に
備
え
な
け
＠
ば
な
ち
漁
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
年
の
天
候
を
今
か
今
予
想
す
ξ
事
は
困
難
で
あ
る
が
何
乏
な
く
あ
た
り
ま
へ
で
は
濟
ま

な
い
よ
う
な
氣
が
す
る
。
（
た
と
へ
天
候
が
昨
年
程
よ
く
な
く
と
も
あ
る
・
い
ば
更
に
悪
く

と
も
技
術
を
騙
使
し
人
力
分
限
り
を
つ
く
し
て
昨
年
に
劣
ら
沿
豊
作
を
縫
績
し
な
け
れ
ば

，
な
必
鴨
、
占
領
下
で
あ
渇
禰
國
復
興
の
・
』
む
に
ヤ
・
，
　
　
　
　
　
　
　
下
段
へ
つ
y
く

　
　
l
l
盈
皿
昌
▽
｝
盒
冒
ー
蓄
i
．

む
た
。
　
從
つ
て
穗
の
で
る
有

効
分
薬
獄
大
き
な
も
の
が
早
く

揃
い
、
無
効
分
藥
が
至
つ
て
少

い
ま
》
難
な
く
幼
穂
形
成
期
を
ダ

．
迎
え
た
健
ナ
ペ
を
早
植
し
た
も

　
の
は
特
に
大
柄
な
稠
振
り
で
稻

は
全
精
力
を
穂
め
の
形
成
発
育

　
に
向
け
．
た
が
地
力
の
足
ら
な
い

　
π
あ
に
穗
肥
を
欲
し
そ
の
や
う

　
な
も
の
が
少
な
く
な
か
つ
た
◎

’
穂
肥
を
う
ま
く
有
効
に
施
ん
た

　
も
の
又
は
地
力
の
豊
か
だ
つ
た

・
も
の
は
意
外
の
多
収
に
驚
い
た

　
こ
と
で
あ
ろ
う
堆
肥
を
多
く
施
『

　
し
て
地
ガ
を
豊
に
し
て
置
ぐ
こ
、

・
と
鳳
天
候
の
如
何
に
拘
ら
塵
安

　
、
全
多
牧
を
す
る
上
に
大
事
な
、
こ

　
乏
で
あ
各
。

　
穂
肥
の
時
期
は
早
過
ぎ
な
い
よ

　
う
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
、
、

　
幼
穗
形
成
期
前
に
追
肥
す
る
と

　
無
効
分
藥
が
多
ぐ
晩
出
来
軟
弱

　
・
に
な
つ
で
稻
熱
病
に
危
瞼
で
あ

　
る
の
み
な
ら
す
穂
が
少
く
な
つ

　
て
収
量
が
少
く
な
ゐ
か
ら
で
あ

　
る
。
炸
年
は
七
月
廿
日
頃
に
天

　
候
が
ち
ま
つ
と
悪
く
な
り
か
け

　
て
心
配
し
た
の
で
あ
る
が
軟
弱

・
で
も
早
枢
し
た
も
の
ば
既
に
分

　
藁
期
を
過
ぎ
て
．
幼
穂
形
成
期
碕

　
入
つ
で
い
た
の
で
大
し
て
悪
い

　
影
響
も
な
ぐ
危
く
豊
作
圏
内
に

　
入
つ
た
ど
言
へ
よ
う
。

　
こ
』
で
今
｝
度
昭
和
九
年
の
状

　
況
を
想
ひ
起
し
て
み
た
い
、

　
昭
和
九
年
は
七
月
十
日
頃
か
ら

　
天
候
が
俄
然
悪
化
し
た
、
當
時

　
は
ま
だ
分
藥
盛
期
砂
旬
の
が
多

　
く
無
効
分
藁
を
容
易
に
覗
し
得

　
す
軟
弱
の
歌
態
の
ま
、
低
温
多

　
滋
の
た
め
猛
烈
な
稻
熟
病
に
や

　
ら
れ
て
決
定
的
な
凶
作
と
な
つ

幣
π
饗
欝
聾
い
確

　
た
為
の
は
天
候
の
悪
化
す
乃
前

　
に
分
藁
期
を
終
ヶ
よ
ぐ
低
温
に

　
耐
え
得
た
の
で
不
作
を
免
れ
た

　
砂
で
あ
5
。
』
　
・
－
、

　
去
年
の
稻
作
で
も
往
意
深
ぐ
観
．

殻
磯
羅
霧
象
鐙
「

、
鐙
欲
轟
勢
姦
轟
，

　
。
発
生
徴
候
を
見
ら
れ
た
筈
で
あ
・

頁
一

ウ
一

る
。
㌃
　
其
の
後
幸
に
概
ね
卒

．
年
型
の
天
候
だ
た
つ
爲
ま
ん
延

、
を
見
す
し
て
出
穂
開
花
を
終
り

燈
騰
⑳
難
忌
膜
謹

縣
内
の
｝
部
仁
水
不
足
と
旱
魑

に
警
戒
と
合
理
的
甥
策
を
忘
れ

或
い
は
堪
肥
ヤ
加
皇
の
不
足
と

晶
種
の
選
揮
を
あ
や
ま
・
つ
て
根
、

，
腐
れ
胡
麻
葉
枯
病
の
発
住
を
見

、
或
い
は
施
肥
量
と
品
種
の
選

揮
を
失
敗
し
て
菌
核
病
の
発
生

一
と
倒
伏
の
た
め
著
し
ぐ
牧
量
を
．

減
し
だ
も
の
も
あ
つ
た
。

最
後
に
去
年
の
大
豊
桓
は
多
収
・

優
良
品
種
の
普
及
に
お
う
乏
こ

・
ろ
が
極
め
て
多
か
つ
た
マ
と
を

．
特
筆
し
た
い
、
然
し
安
全
ほ
う

作
の
た
め
じ
は
ま
だ
選
擢
が
完

益
と
は
云
わ
れ
な
い
。
　
．

多
収
耐
病
性
、
『
早
バ
ン
性
等
の

優
良
特
性
仁
注
目
す
る
こ
と
は

天
事
な
こ
ε
で
あ
る
が
如
何
に

、
優
秀
な
品
種
で
も
何
か
敏
点
を

持
り
て
じ
番
も
の
で
あ
番
か
ら

庚
等
を
よ
く
知
つ
て
特
性
に
適
・

．
患
す
ゐ
作
の
方
を
と
ら
ね
ば
な

ー
ら
な
い
っ
、

　去

年
は
天
候
の
ぬ
一
ぐ
り
合
せ
が

．
慧
く
栽
培
法
の
扶
敗
も
大
部
分

幡
泊
し
に
ね
つ
て
．
ぼ
う
作
だ

つ
た
が
本
年
こ
そ
栽
培
技
術
の

、
カ
で
天
候
が
良
け
れ
ば
更
に
培

産
を
●
天
候
が
悪
ぐ
と
も
去
年
位

の
牧
量
を
確
保
し
轟
ほ
う
作
は

二
年
綾
か
す
等
と
云
う
諺
う
睾

、
覆
ト
し
た
い
も
の
で
あ
る
、

第
3
頁
へ
づ
．
y
く
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一
　、
　　等

【
松
代
村
豊
作
蓮
動
推
進
事
項
》
、
、

稽
　
①
堆
肥
の
増
産
と
品
質
の
改
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
イ
堆
肥
の
切
返
し

　
　
②
施
肥
方
法
の
改
善

　
　
　
　
イ
ふ
か
肥
』

　
　
　
　
ハ
穗
　
肥

　
．
③
健
苗
育
成

　
　
　
　
オ
塩
水
選
と
種
子
の
清
毒

④
適
編
雛
璽

　
　
⑥
早
期
除
草
．

　
　
　
／

　
引
辞
5

二
、
大

　
　
　
　
①
優
良
品
種
の
選
定

　
　
　
　
③
栽
培
密
度
の
改
善

　
　
　
　
⑤
摘
　
　
、
心

三
、
雑
　
　
穀

　
　
　
、
①
優
良
品
種
の
選
揮

四
、
馬
鈴
薯

　
　
　
　
①
纏
子
の
浴
毒
．

　
　
　
◎
釧
製
捌
の
撒
布

五
、
甘
　
　
藷

　
　
　
　
①
優
良
品
純
の
選
揮

　
　
　
、
．
④
適
期
植
付

」
、
－
重

・
促
成
堆
肥
の
積
込
み
．

・
石
茨
の
堆
肥

・
荷
代
面
積
の
籏
張

⑤
適
期
の
m
植

・
⑦
水
の
か
け
ひ
き

⑧
い
も
ち
病
海
胡
醗
葉
枯
病
、
菌
核
病
、
二
化
メ
そ
虫
、
青
虫
の
防
除

　
豆

②
深

②
根
留
菌
の
接
種

④
草
木
茨
の
壇
肥

，
耕
　
　
③
堆
肥
の
壇
肥

②
適
期
播
種
　
　
③
堆
肥
の
壇
施

⑤
い
き
病
て
ん
と
う
虫
だ
ま
し
の
防
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
健
苗
の
増
産
　
　
　
③
高
畦
深
耕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
草
木
灰
の
壇
施
　
　
⑥
黒
斑
病
の
防
除

以
上
五
項
員
を
推
進
し
昭
和
廿
四
年
度
に
於
け
る
　
・
縫
績
蓮
動
に
併
せ
て

農
業
改
良
普
及
員
が
部
落
巡
回
の
上
更
、
に
実
地
指
導
下
さ
る
事
ど
思
ひ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

か
ら
御
氣
付
の
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
普
及
員
の
方
に
御
聞
き
下
さ
れ
ば
幸
ご

存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
｝
ー
1
！
ム
1

　
【
投
書
欄
】

松
代
構
P
嘘
A
の
結
成
に
當
叫
て

結
成
を
競
い
て

　
一
、

致
師
と
父
兄
が
協
力
し
て
子
供
の
よ

ひ
壌
境
を
つ
く
り
敏
育
の
効
果
を
あ
■

げ
よ
う
と
い
う
目
的
の
爲
に
結
成
さ

れ
た
T
？
A
ば
全
國
各
地
に
そ
の
活

動
を
展
開
し
民
主
的
教
育
を
向
上
せ

し
め
て
ゐ
る
こ
と
は
嬉
し
い
。

こ
の
際
に
當
り
松
代
村
に
も
三
月
十

六
日
附
を
以
つ
て
結
成
を
み
た
こ
と

．
は
心
か
ら
祝
扁
す
る
も
φ
で
あ
る
。

　
　
　
二
、
致
職
員
と
父
兄
と
の
關
係

　
　
教
職
員
の
屍
罪
行
爲
〃
極
右
左
思
想
ー

　
　
者
の
績
出
及
び
そ
の
指
導
教
示
〃
・

　
　
又
民
主
的
教
肯
と
は
自
ら
の
判
断
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
牲
を
伸
ば
す
爲
自
由
研
究
を
主
体
と

　
　
す
る
云
々
に
格
構
づ
、
け
て
敏
育
本
未

　
　
の
使
命
を
怠
堕
し
、
民
衆
よ
り
幾
多

　
　
反
戚
を
抱
か
し
め
て
瑞
る
は
実
に
慨

　
　
膿
ヒ
堪
い
な
い
。
、

　
　
か
く
て
底
下
せ
る
原
因
は
一
に
敏
職

　
　
員
個
人
，
0
責
任
上
自
覧
の
足
ら
な
き

　
　
を
追
求
ざ
紅
よ
ヶ
が
大
局
に
目
を
轄

　
　
す
れ
ば
善
良
な
、
優
秀
な
敏
職
員
が

　
　
敢
鞭
を
捨
て
る
数
々
の
事
実
は
教
育

　
　
を
極
度
に
底
落
さ
せ
て
ゐ
る
ゆ
　
こ

　
　
の
お
そ
る
。
へ
き
現
象
に
當
り
て
そ
の

　
　
責
任
回
避
を
何
人
に
求
む
べ
き
か
㌘

　
　
か
、
る
悲
戯
を
蘇
生
し
た
も
の
は
い

　
　
わ
ゆ
る
．
？
に
於
で
然
ら
し
む
る
の

　
　
で
あ
る
。
　
．

　
　
、
父
兄
諸
士
よ
く
こ
の
点
に
輩
意
せ
ら

　
　
れ
ん
こ
と
を
望
む
。

　
　
三
、
役
職
員
は
実
質
、
酌
活
動
者
た
れ

　
　
松
代
村
に
は
古
今
を
通
じ
て
各
種
團

　
一
体
等
が
結
成
せ
ら
れ
た
が
結
瓶
の
需

窃
に
あ
ρ
い
て
は
蔀
の
発
馨
の
惹

　
㎝

代松頁0
0

【
徒

輩
】

松
代
砂
防
事
務
所

　
澁
海
川
砂
防
事
務
所
と
し
て
一
時
的
、

　
に
松
代
へ
腰
を
下
ル
た
砂
防
事
務
所

　
は
を
の
後
松
之
山
村
，
浦
田
村
外
各
・

・
村
に
工
事
施
行
箇
所
乏
而
も
地
す
べ

　
り
箇
所
等
が
多
い
．
た
め
松
代
砂
防
事

　
務
所
と
し
て
本
腰
を
す
え
軍
に
澁
海

　
川
流
域
の
み
な
ら
す
、
束
部
五
ケ
村

仁
大
島
．
．
保
倉
．
旭
等
の
砂
防
工
事

　
に
途
年
そ
の
箏
業
は
籏
大
さ
れ
歴
代

　
の
主
任
所
長
は
事
務
所
の
建
築
を
要

　
望
ざ
れ
て
は
い
だ
が
、
偶
々
今
次
の

　
職
争
や
ら
そ
砂
他
關
係
各
村
の
財
政

　
事
情
か
ら
し
て
途
に
そ
の
機
は
至
ら

　
な
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
而
し
炸
年
末
よ
り
現
青
木
所
長
は
東

、
奔
西
走
縣
も
途
に
そ
の
熱
意
に
動
か

　
■　

さ
れ
本
年
は
工
事
用
貨
物
自
動
車
を
』

　
一
台
配
車
す
る
の
外
．
事
務
所
新
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
助
成
金
と
し
て
拾
萬
円
交
付
す
る
と

　
云
ふ
警
な
需
．

　
地
元
各
村
も
こ
れ
を
傍
観
出
未
な
い

　
こ
と
は
当
然
で
あ
る
た
ぬ
」
去
る
＋

　
三
日
東
部
五
ケ
村
の
村
長
会
を
本
村

役
瘍
に
開
催
終
日
こ
蜘
に
封
す
る
措

　
置
を
協
議
し
た
。
・
砂
防
事
務
所
の

　
要
望
と
ル
て
は
、

　
本
家
（
事
務
所
）
．
、

　
ゴ
脚
三
尺
…
…
八
間
　
二
八
坪
一
棟

慾
仁
燃
え
て
不
可
解
で
あ
墾
且
ク
ネ

可
能
で
あ
る
ス
・
ー
ガ
ン
を
輕
観
し

形
式
的
な
る
結
成
を
な
し
而
し
て
結

成
後
に
お
け
る
活
動
伝
頓
に
嚢
ひ
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

に
は
べ
づ
覗
可
る
為
の
さ
い
出
て
、
．

や
が
て
は
発
起
人
さ
ぺ
も
熱
し
た
鉄

を
水
．
の
中
に
ジ
ヤ
プ
ン
？
と
言
つ
た

様
な
虚
絶
欺
態
に
な
る
実
例
を
聞
き

及
ぴ
み
る
の
で
あ
る
。

p
T
A
の
將
來
を
所
る
な
ら
ば
役
職

員
は
合
議
性
に
よ
る
企
劃
と
身
を
拠

し
て
の
実
践
を
爲
し
、
民
心
を
し
て

村
民
一
体
の
責
任
で
あ
り
義
務
で
あ

る
と
了
解
さ
れ
る
迄
に
授
透
指
轟
教

示
せ
し
め
、
ア
T
ム
の
発
展
に
寄
與
、

せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。

四
、
蓮
螢
管
理
に
當
る
者
は
あ
く
ま

　
　
・
で
敷
育
振
興
た
れ

團
体
の
役
員
に
し
て
往
々
敢
治
意
慾

を
持
つ
人
の
中
に
は
何
等
が
の
方
法

に
よ
り
人
を
疑
　
L
己
れ
の
ラ
ツ
恥

鳳
を
も
か
い
り
み
す
」
そ
の
團
体
を

し
，
て
政
治
的
に
蓮
用
し
而
し
て
已
れ

の
地
位
を
高
め
や
う
と
す
る
者
あ
り

．
叉
機
瘤
に
富
み
し
者
、
口
静
腹
と
相

反
す
億
に
も
拘
は
ら
す
“
述
を
以
つ

て
人
を
待
べ
功
を
奏
し
よ
う
と
企
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

居
る
者
あ
り
。
か
、
る
者
は
何
か
に

・
つ
け
て
も
こ
の
精
紳
な
り
。
こ
れ
等

は
そ
の
等
の
発
展
を
祈
る
も
の
に
非

ら
す
し
て
悪
ら
つ
な
思
想
を
有
す
る

自
己
主
義
者
で
あ
つ
て
民
主
日
本
を

再
興
す
る
小
供
、
・
向
学
心
に
燃
え
明

一　
　
　
　
　
　
ヤ

る
い
自
本
建
設
の
爲
に
い
そ
し
む
小

供
精
紳
的
に
も
肉
体
的
に
も
建
生
無

｝
歓
な
小
供
の
敷
育
に
は
マ
ラ
ソ
ヤ
カ

癩
鋼
難
欝
饗
離
難
膿

乳
こ
と
を
望
む
。

．
新
築
な
る
か
？

玄
瞼

六
尺
…
・
九
尺

，
車
．
庫

二
附
三
尺
3
…
五
間
・
一
棟
主
埣
五
合

【
便
　
所

六
尺
…
軌
：
九
尺
一
坪
五
合

流
　
し

六
尺
…
『
：
≠
間
で

総
坪
数
四
六
坪
五
合

此
の
総
工
事
費
七
拾
五
萬
円
ど
云
う

こ
と
で
あ
つ
た
が
、
適
当
な
責
家
が

あ
れ
ば
そ
れ
を
買
入
れ
る
こ
と
も
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ま
し
い
．
、
爾
こ
の
工
事
費
の
各
村
の

負
櫓
額
は
決
定
に
至
ら
な
か
つ
た
が

各
村
長
と
も
蹄
村
の
上
は
急
速
に
村

会
懇
談
有
志
会
等
に
は
か
り
取
纒
め

ね
ば
な
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
が
、
先
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

の
新
聞
報
導
に
よ
れ
ば
縣
当
局
は
一

切
の
寄
附
行
爲
に
封
し
制
限
を
加
へ
』

φ
る
と
あ
斎
か
ぢ
て
の
工
事
費
砂
捻
出

に
は
相
当
な
苦
心
を
要
す
る
も
の
と

見
ら
れ
る
。
稜
の
島
東
頸
城
郡
そ
の

又
奥
地
と
云
わ
れ
る
東
部
の
開
発
は

何
と
し
て
も
治
山
」
治
水
の
完
備
に

あ
る
こ
と
は
言
ふ
を
ま
た
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
か

故
に
地
元
松
代
は
各
村
に
卒
先
し
て

　
ζ
の
事
務
所
新
築
の
任
に
当
ら
ね
ぱ

な
ら
ん

　
　
■
　
　
i
l
l
『
嘉
㌔
箋
震
・
㌔
禽
￥
！
蓉
日
『
｛
i
、
　
　
ー
－

、
無
火
災
村
を
作
り
ま
し
よ
ラ

　
　
　
　
　
浩
防
研
究
會
開
催
さ
ろ

本
村
潰
防
團
で
は
襲
に
最
高
役
員
会

を
開
催
本
年
度
團
の
行
事
計
画
と
併

せ
て
研
究
諸
問
題
を
決
定
本
月
十
五

日
各
分
團
班
長
以
上
を
招
集
協
議
研

ヤ

究
し
た
が
從
未
本
村
の
火
災
の
原
因

を
検
討
す
る
仁
、
そ
の
大
部
分
が
灯

ち
ん
の
置
き
忘
れ
と
、
取
灰
の
不
始
ー

末
で
あ
る
事
が
制
明
し
π
。

而
し
灰
は
農
家
仁
と
づ
て
は
重
要
な

肥
料
で
あ
る
爲
徒
ら
に
之
を
捨
て
る

事
も
出
未
な
い
關
係
か
ら
村
当
局
と

連
絡
を
と
り
今
後
五
ケ
年
計
画
で
村

力
全
農
家
に
灰
溜
を
設
置
さ
せ
る
事

ε
し
て
、
差
当
り
本
年
は
五
十
戸
の

も．
農
家
に
一
戸
三
百
円
宛
の
茨
溜
設
置

・
奨
働
金
を
交
付
U
て
実
施
す
悉
こ
と

y
な
つ
五
。

別
に
規
格
の
定
め
は
な
い
が
火
浦
つ

』
ぼ
式
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
巧
な
い

希
望
者
捷
分
團
役
員
と
協
議
の
上
役

瘍
滑
防
係
へ
申
込
ま
れ
忙
い
と
。

．
堵
鰐

．
そ
の
他
最
近
家
渥
近
く
で
ご
み
の
浦

却
を
す
る
向
き
が
あ
る
が
尤
も
危
瞼

な
措
置
で
あ
る
か
ら
こ
れ
・
等
を
嚴
重

に
取
締
る
申
合
せ
で
み
る
。

人
家
二
百
米
以
内
の
筒
所
で
焚
火
を

す
る
こ
と
は
注
意
を
受
け
る
ま
で
も

な
く
お
互
ひ
愼
ま
ね
ば
な
ら
ん
こ
と

で
あ
る
と
し
て
お
る
。

伺
火
氣
取
扱
ひ
に
關
す
る
優
良
家
婦

の
表
彰
、
火
の
元
臨
検
も
併
せ
て
行

う
と
の
こ
ε
で
あ
る

水
で
消
す
よ
り
、
心
で
防
げ
．

，
ノ
『

　緩

1『

鮎紀餌

，
ヂ


